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楽しい１日をお過ごしください 

 

 

早いですね。 

つい先日、新年のご挨拶を

交わしたと思ったらもう

２月。暦の上では春を迎え

ました。 

日々を数えながら 1 年を

振り返り、つい反省ばかり

が思い浮かびます 

 

 

 

お正月気分もすっかり抜け、又もとのお忙しい日常を

お過ごしのことと思いますが、季節の変わり目は体調

を崩される方も多くいらっしゃいます。 

気をつけてお過ごしくださいね。 

 

今年は「巳年｝です。 

日本では昔から、蛇は、山の神、水の神、金運の神と

しての信仰がありました。又、脱皮をする蛇の姿が新

しい生命が延々と宿って再生する「無限の知恵と繁栄

をもたらす象徴」とも言われてきました。 

この金運の神であり、反映の象徴の蛇の霊力にあやか

り、日本経済が好転し、一人一人が潤い、良い方向に

進んでいく年になるよう願います。 

皆さんの今年の目標は何でしょうか？ 

どうぞ想いが叶いますように！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  基礎工事 

前号までは、私達の一番身近かな 

仲間である社員と大工さんの紹介 

をさせていただきましたが、年の改まった今月号か

らは、大切な家づくりの流れと、それに関わる職人

さん達を順次紹介させていただきます。  

どうぞお楽しみに！ 

では、早速始めましょう。 

地盤調査や地盤改良工事が済むと、いよいよ

基礎工事が始まります。 

住宅の場合、大きく分けると「布基礎」「ベタ

基礎」という２種類の方法があります。 

 

 

布基礎は、地中からの湿気対策、ベタ基礎は

地面一杯に格子状の鉄筋を敷き詰め強度を

高めるのが目的です。 

基礎工事が終わってしまうと、外見では見分

けがつかなくなる部分ですが、家を長持ちさ

せる最も重要なポイントです。 

 

建築に拘らず、どんなことでも基礎・基本が

大事ですね。 

 

大切なお客様の家を作らせていただくので

すから、職人さんにも厳しい目が光ります。 

でも、当社がお願いしている金子工務店さん

は、安心してお任せできる職人さんです。 

今は息子さんが中心ですが、 

お父さんの間違いのないきちん 

とした仕事ぶりを引き継いで 

いますので安心してお任せ 

できる、まさに「縁の下の力持ち」的な大事

な仲間です。 

これからもよろしくお願いいたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ひな祭り」 

♪♪明かりをつけましょ ぼんぼりに 

 お花をあげましょ 桃の花・・・♪♪ 

３月３日は、「ひな祭り」です。 

女の子のいる家庭では、この時期、雛人形を飾り、

白酒・ひなあられ・桃の花などを供えてお祝いし

ます。 

雛人形は、子供の身代わりとなって、事故や病気

から守ってくれ、子供たちの健やかで、幸せな成        

長を祝うために飾ります。 

 

♪５人ばやしの笛太鼓・・・♪ 

楽しい１日をお過ごし下さい！ 
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新年早々、友人がやや興奮気味で電話をくれました。 

いったい何事？と思い尋ねると、こんな話を聞かせ

てくれました。 

最初はとっても弾んだ声で、 

でも最後は・・・ホロリ。 

 

彼女は、以前から犬を飼っています。 

その日も、いつも通り犬の散歩で近所の公園に

行くと、小学生らしい男の子が５人くらいで遊

んでいました。 

 

彼らは滑り台で遊んでいたのだが、その滑り台

の傍に車椅子が１台停まっている。 

？？？・・・・・ 

 

見ると、足元がおぼつかない小さな子を、２人

で肩を支えて滑り台の上まであげ、滑ってきた

その子を滑り台の下で待機していた別の子供

達が支え、また滑り台の上まで・・・ 

ということをキャッキャと笑いながら繰り返

しています。 

 

しばらくすると、その母親らしい人が来て 

「さぁ、行きましょう」と声を掛けた。 

 

すると彼らは「はーい」と返事をして、支えて

いた小さな子を停めてあった車椅子に座らせ、

我先にと車椅子を押して、迎えに来たその母親

の所へ。 

 

母親「みんな、いつも有難うね」 

小学生「今から病院へ行くの？」 

母親「そうなの」 

別の小学生「そうかぁ、じゃまた明日な！」 

車椅子の子「うん、有難う。 

これから病院へ行ってくるから、 

また明日遊んでね！」 

 

「またなー」とか「有難う―」 

とか言い合いながら、手を振って別れる子供達

の笑顔があまりにも可愛くて、あまりにも素敵

過ぎて涙がこぼれそうになっちゃった。 

 

こんな話でしたが、如何ですか？ 

 

私たち大人は、ついつい身体の不自由な方達に対し、

どうしたら良いのか判からず、全く無意味な同情や

遠慮をしてしまいがちですが、子供たちの何という 

素直さ！！ 

見習うべきですね。 

そうすれば、偏見のない、そして誰もが暮らしやす

い社会が自然と 

広がっていくと 

思います。 

 

 

 

 

「編集後記」 

春は名のみの・・・ 

暦の上では既に「春」とはいえ、まだまだ寒い日が 

続いていますが、皆さんお変わりありませんか？ 

このところ、街中で、マスクをした人を多く見かける

ようになりました。 

インフルエンザの流行や、そろそろ花粉が悪さを始め

たりと、辛い思いをしている人たちが多いのでしょう

か。とても心配です。 

 

年末・年始は雑用に追われ，「やすらぎ通信」をお休

みさせていただきました。ごめんなさい。 

今月から又、気分を新たに楽しい話題をご提供できれ

ばと張り切って（？）おりますので、今年も引き続き、

どうぞよろしくお願いいたします。 

ご意見・ご感想をお聞かせ 

いただけると嬉しいです！ 

 

編集責任者 

渡辺 田鶴子 

みんな友達 

 


